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3 回目の岩礁生物モニタリングを実施しました 
 

前回（2025 年 9 月）から冬を挟んで 7か月後の 2026 年 4 月に、3回目のモニタリング調査を実

施しました。これまでと同様に外浦 7海岸の各 5つの調査地点において、潮位に応じて設定した

「永久方形区」のモニタリング等を行いました。 

 

＜調査スケジュール＞ 

2026 年 4 月 10 日（金） 調査した海岸 鹿磯（輪島市）、長橋、木ノ浦、狼煙（珠洲市） 

参加者 岩﨑、豊田、東出、荒川、上野、佐藤 

4 月 11 日（土） ※曽々木海岸において、のと海洋ふれあいセンター主催の「窓岩海岸 

生きもの観察会」に協力 

4 月 12 日（日） 調査した海岸 赤住（志賀町）、光浦、曽々木（輪島市） 

参加者 岩﨑、豊田、東出、荒川、佐藤 

＊本調査は海上保安署や地元漁業協同組合など、関係各所に事前に連絡をしたうえで実施しています 

 

＜調査の概要＞ 

 外浦 7海岸に設定した各 5地点において、永久方形区

内に見られる生物の調査と撮影、周辺の生物相の調査、

水温・水質、各方形区の相対的な潮位などの計測を実施

しました。 

 調査予定日として設定した 3日間（4/10-12）は、天気

は悪くなかったものの波が比較的高く、潮間帯を調査す

るには難しい条件でした。そのため、安全を最優先に考

えて、一部調査を断念した地点がありましたが、大半の

地点では予定通り調査を進めることができました。 

外浦の冬場の波浪の強さや岩礁表面のもろさ（隆起に

よって新しく海上に上がった影響もあるでしょうか）に

よって、前回までに設定した方形区のマーキングがいく

つか消失していましたが、これまでのモニタリング記録

を頼りに修復することができました。 

調査を行った海岸の位置（黄丸印） 
（「だいち 2号」の観測データ（解析：国
土地理院 原書データ所有：JAXA）
（https://www.gsi.go.jp/common/000255
834.jpg）を加工して作成） 
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次回調査は 2026 年 6 月を予定しています。今回調査できなかった地点も含めて、モニタリング

調査の記録を積み重ね、科学的なデータを蓄積していきたいと思います。 

  

安全第一でこの日は調査中止（赤住海岸） マーキングの修復も重要な作業（長橋海岸） 

 

「窓岩海岸生きもの観察会」に協力しました 

4 月 11 日の 13 時から、のと海洋ふれあいセンター主催

の「窓岩海岸生きもの観察会」に協力しました。小さいお

子さんから大人まで 20 名ほどの方が参加されました。 

よく晴れた日でしたが、あいにく波が少し高かったた

め、即席のタッチプールを設置して、参加者の皆さんに見

たり触れたりしていただきました。チームメンバーも生き

ものの解説をしたり、安全管理をしたりしながら、モニタ

リング調査の概要も紹介させていただきました。 

今後も地域の方々にご参加いただけるような企画を考えていきますので、ご期待ください！ 

 

「能登の岩礁生物モニタリング」とは？  

2024年 1月の能登半島地震および同年 9月の奥能登豪雨によ

り、能登の豊かな自然も大きく変化しました。今後、能登の自然

が元の状態に戻るのか、または新しい状態に変わっていくのかを

科学的な方法で長期的にモニタリングすることは、能登の自然と

どのように付き合っていくのかを考えていくために欠かせない情

報になると考えます。 

そこで、能登の海に関心をもつ内外の研究者を広くつなぎ、定

期的に岩礁生物のモニタリング調査を実施することで地域の方に

情報発信するとともに、研究者以外の方でも参加可能なモニタリ

ング体制を構築することで、能登における環境教育・自然再生の

推進にも貢献できたらと考えています。 

2025年 2月に予備調査、同年 4月に調査地点の設定、6月、9月とモニタリング調査を実施しました。 


